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リスタート

加盟施設の状況を考慮し、人材育成を含めた情報共有の場に
情報やツールが集まる場に

ARO協議会 専門家連絡会（HPより）



参加施設の差異

 学部・大学院を有しているか？
→学部教育、大学院教育の必要性

 基礎研究からの開発が主体か？
→ 知財確保・強化、非臨床試験、製造段階

 PM、StM、CRC等専門職の教育との区分
 教育コース・シラバスが多種存在



専門家連絡会

 令和５年度第１回 令和5年５月19日 Webにて
• 今後の活動についての検討
• 各施設で提供している教育について
• 各施設での臨床研究、指針下介入試験、臨床研究法/特定臨床研
究、治験での責任医師等の要件・教育条件調査の要望

 令和５年度第２回：８月25日16:10～
臨床研究、指針下介入試験、臨床研究法/特定臨床研究、治験で
の責任医師等の要件・教育条件の調査



ARO協議会 学術集会 令和４年度
 TR人材育成に関する課題と解決 9月17日 8:30-10:00
①大阪大学・山本洋一先生
国立大学病院臨床研究推進会議TG4の取組から研究者教育を考える 研究
者全体
②千葉大学・井上雅明先生
臨床研究についての教育と課題 臨床研究中核病院

③札幌医科大学・石埜正穂先生
アカデミア医療分野における知財専門家の育成と研究者の知財リテラシー
教育
TR専門家の教育
④筑波大学→京都大学・小栁智義先生
トランスレーショナルリサーチにおけるスタートアップの役割とその教育
TRとして先端的な教育



ARO協議会 学術集会 令和５年度

 ARO協議会学術集会専門家連絡会企画シンポジウム
TR教育に必要なリソースを考える ８月26日 13:20-14:10
①プロジェクトマネジメント専門家連絡会の教育活動
北海道大学 杉田修先生

②ARO活動に役立つ日本臨床試験学会の教育活動
日本臨床試験学会・がん研究会有明病院 樽野弘之先生



今後の活動（私見）

 各専門家連絡会での教育活動の紹介
 各施設での教育の状況
倫理審査・治験審査委員会教育
教職員向け教育
関連した教育（COI、研究倫理・コンプライアンス）
地域連携・施設間連携での教育

 TRとしての教育
開発全般、事業化・起業
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